
事業番号 - - -

（ ）

感染症に留まらず、今後起こりうる災害や、急速なデジタル化、グローバル化といった急激な社会環境の変化を受容し、新たな変化を生み出していくアントレプレナーシップ精神を
備えた人材の育成を我が国全体で進めていく必要があるが、我が国の大学におけるアントレプレナーシップ教育受講者は約3万人/300万人であり、約1％の学生にしか提供されて
いない。

令和6年度要求

-

-

-
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(目)

2 2

▲ 0

5

科学技術人材養成等委託費

非常勤職員手当

職員旅費

委員当旅費

その他

当初予算＋補正予算に対する執行額
の割合（％）

=(G)/｛(A)+(B)｝
-

主な増減理由（・要望額・予備費）

-

令和6年度要求

事業概要URL
https://entrepreneurship-education.mext.go.jp/

(項)

令和5・6年度
予算内訳

（単位：百万円）

歳出予算項・目 令和5年度当初予算

計（A) 88.1

72

93%

2

執行率（％）
=(G)/(F)

- - 93%

研究振興費

(目)

2023 文科 22 0239

文部科学省

政策 8 知のフロンティアを開拓し価値創造の源泉となる研究力の強化

事業の目的
（5行程度以内）

全国及び海外で実施されているアントレプレナーシップ※教育について、基礎的なものから実践的なものまで継続的に実施状況とその効果を調査し、収集した効果的なアントレプ
レナーシップ教育の事例や実施方法を全国の大学に展開することで、スタートアップ・エコシステム拠点都市や地方大学等における着実なアントレプレナーシップの醸成を促進す
る。
※アントレプレナーシップ（起業家精神）：急激な社会環境の変化を受容し、新たな価値を生み出していく精神

産業連携・地域振興課
産業連携・地域振興課長
池田　一郎

会計区分 一般会計

根拠法令
（具体的な

条項も記載）
-

関係する
計画、通知等

○第６期科学技術・イノベーション基本計画（令和3年3月26日閣議決定）
○成長戦略フォローアップ（令和3年6月18日閣議決定）
○統合イノベーション戦略2021（令和3年6月18日閣議決定）

事業名 全国アントレプレナーシップ醸成促進事業 担当部局庁 科学技術・学術政策局 作成責任者

事業開始年度

施策 8ー1 科学技術・イノベーションを担う人材力の強化

政策体系・評価書URL

主要経費 科学技術振興費

令和5年度行政事業レビューシート

https://www.mext.go.jp/content/20221012-mxt_kanseisk01-000024706-
03.pdf

-

令和4年度
事業終了

（予定）年度
令和8年度 担当課室

- -

補正予算（B) - - -

▲ 8

▲ 8

令和5年度第1次補正予算

80

予備費等（E) - - - -

予算の
状況

前年度から繰越し（C)

当初予算（A) - - 87.7 88.1 80

- - -

-

補助率等

事業概要
（5行程度以内）

文科省が委託契約を結んだ民間団体等を通じて、全国の大学におけるアントレプレナーシップ教育の実施状況を把握する取組や、アントレプレナーシップ教育の効果についての定
量的な調査を長期的・継続的に実施する。また効果の高い取組についてはその事例を他のスタートアップ・エコシステム拠点都市や地方大学に展開することで、全国の大学のネッ
トワークを構築する。

実施方法 委託・請負

予算額・
執行額

（単位:百万円）
（インプット）

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

執行額(G) - - 81.4

計(F)
=（A)+（B)+（C)+（D)+（E)

- - 87.7 80.1

現状・課題
（5行程度以内）

(目) 庁費 1 1

翌年度へ繰越し（D) - - - -

80

2

国庫債務負担行為の歳出化による減



成果目標①-1の
設定理由

（アウトプット
からのつながり）↓

↓
成果目標①-2の

設定理由
（短期アウトカム
からのつながり）

60,000

-

アクティビティ①について定性的なアウトカムを設定している理由

-

人 - - 91,681

目標値 人 - - 60,000

達成度 ％

全国の大学生等のアントレプレナー
シップ教育の受講機会の増加

アントレプレナーシップ教育プ
ログラムの実施大学数

成果実績 校 - -

-

本事業により、アントレプレナーシップ醸成に係る大学・大学院生等向けのオンラインを活用したアントレプレナーシップ教育として全国プログラムを提供する。ま
た、コミュニティ形成等により、機関間や教職員間の相互ネットワークの形成を進め、好事例の横展開を進めることで、全国のアントレプレナーシップの醸成を促進
する。

成果目標及び成果実績
①-3

（長期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度

https://www8.cao.go.jp/cstp/kihonkeikaku/6honbun.pdf

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

令和４年度全国アントレプレナーシップ醸成促進に向けた調査分析等業務報告書「全国大学調査」

活動目標及び活動実績
①

（アウトプット）
当初見込み 件

- -

1

活動目標 活動指標

-

年度

- 159

定量的な成果指標 単位

件 -

目標年度
令和4年度

↓

活動内容①
（アクティビティ）

全国の大学生等のアントレプレナー
シップ教育の受講機会の増加

本事業内で実施する全国プロ
グラム数

活動実績

8 年度

全国の大学生等のアントレプレナー
シップ教育の受講者数の増加

全国の大学等におけるアント
レプレナーシップ教育の受講
者数（基準値：31,131人（令和
元年度）） 達成度

単位 令和2年度

-

目標最終年度

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

令和４年度全国アントレプレナーシップ醸成促進に向けた調査分析等業務報告書「全国大学調査」

令和2年度 令和3年度

-

事業に関連する
ＫＰＩが定められて
いる閣議決定等

名称

URL

該当箇所

アウトカム設定について
の説明

令和3年度 令和4年度
5年度

活動見込
6年度

活動見込

-

-

200

5

アントレプレナーシップ教育プログラムを実施する大学増加に伴い、大学側のアントレプレナーシップ教育実施の体制構築の整備が進展する。このことにより、全
国の大学生等がアントレプレナーシップ教育を受講する機会が増大し、アントレプレナーシップ醸成の促進につながる。

-

152.8％

289

目標値 校 -

- 181.8

成果目標及び成果実績
①-1

（短期アウトカム）

成果目標

1

本事業の効果等に対する調査分析を実施し、調査結果等を全国の大学に展開する。さらに、全国プラットフォームの構築を進め、参加校等が増大することにより、
全国プログラムの活用などを含め、大学が主体的にアントレプレナーシップ教育プログラムの受講機会を創出することにつなげる。このため、アントレプレナーシッ
プ教育プログラム実施大学数を短期アウトカムとして設定。

第6期科学技術・イノベーション基本計画

P34

アクティビティ①についてアウトカムが複数設定できない理由

-

-

1- 1

成果実績



-

- -

改善の
方向性

所見を踏まえた改善点/概算要求における反映状況

事業所管部局による点検・改善

平成26年度

備考

文部科学省

行政事業レビュー推進チームの所見に至る過程及び所見

平成24年度

平成25年度

公開プロセス・秋の年次公開検証（秋のレビュー）における取りまとめ

その他の指摘事項

成果指標も含め総合的に事業の成果を測定し、必要に応じて適宜事業内容の見直し検証を進め、より効果的かつ効率的な実施に努める。

事業内容の一部改善

年度内に改善を検討

平成30年度 205

平成23年度

初期段階としての効果を検証しつつ、今後の継続的な達成に向けた適切な指標となっているかどうかを含めて、目標値の上方修正の必要性等を検討する。

-

関連する過去のレビューシートの事業番号

新22

令和元年度

平成28年度 新29-0024

平成29年度 205

令和3年度

平成27年度

令和2年度 文部科学省 新02 0011

0013

令和4年度 2022 文科 新22 0009

2021 文科

上記への対応状況

-

上記への対応状況

-

過去に受けた指摘事項
と対応状況

0198

-

-

目標年度における効果測定に関する評価（令和9年度実施)

-
点検結果

アクテビティ①について、各アウトカムに関しては、順調に進捗しており、初期段階において
それぞれ目標値の達成を実現している。
支出先を選定する際の一般競争入札においては、2社が応募したが、不備があり１社応札と
なった。
第6期科学技術・イノベーション基本計画（令和3年3月閣議決定）に基づき実施している施策
であるので、国民や社会のニーズを反映しており、国全体で優先して取り組む必要があると
考える。

この事業は、有識者会議の所見を踏まえ、事業内容との整合性の観点から事業目的の見直しを図る必要がある。また、成果指標について委託事業の内容そのも
のと重なっていることから、事業の進捗に応じた成果指標の適切な見直し及び事業目的の実現に向けた事業内容の検証を行うべきである。

外部有識者の所見

事業目的について、達成手段としての事業内容との整合性が十分に取れておらず、見直す必要がある。また、成果指標について、委託事業の内容そのものと重なっており、事業の進捗に応じた適切な見直し
を行うとともに、実施された教育内容が事業目的の実現に向けて効果をあげているか検証を行い、プログラムや教育内容の見直しが適切に行われるよう工夫が必要である。



　

金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額

(百万円）

人件費 事業実施費に必要な人件費 58.9

業務実施費 有識者会議に必要な消耗品及び諸謝金等

資金の流れ
（資金の受け取り先が
何を行っているかにつ

いて補足する）
（単位：百万円）

費目・使途
（「資金の流れ」において
ブロックごとに最大の金
額が支出されている者に
ついて記載する。費目と
使途の双方で実情が分

かるように記載）

A. B.

費　目 使　途

一般管理費 人件費及び業務実施費の10％ 6.6

計 72.1 計

6.6

費目・使途欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙2】に記載 チェック

文部科学省

81.4百万円

全国及び海外で実施されているアントレプレナーシッ

プ教育について、基礎的なものから実践的なものまで

継続的に実施状況とその効果を調査し、収集した効

果的なアントレプレナーシップ教育の事例や実施方法

を全国の大学に展開することで、スタートアップ・エコ

システム拠点都市や地方大学等における着実なアン

トレプレナーシップの醸成を促進する。

非常勤職員手当 7百万円

諸謝金 0.1百万円

職員旅費  0.9百万円      を含む

委員等旅費    1.1百万円

庁費                                  0.2百万円

A.科学技術人材養成等委託費
72.1百万円

民間企業等

委託【一般競争契約（総合評価）】

アントレプレナーシップ教育の実施状況・効
果検証及び、成果展開等
・スタートアップ・エコシステム拠点都市や全国及び海
外で実施されているアントレプレナーシップ教育プログ

ラムの実施状況の調査。
アントレプレナーシップ教育プログラムの効果を検証す
るための指標を開発し、継続的な評価を実施すること
で、アントレプレナーシップを備えた人材の育成を着実
に推進。
・スタートアップ・エコシステム拠点都市や海外のアント
レプレナーシップ教育プログラムの好事例を収集し、全
国の大学に展開。
成果の普及展開のための標準的な教育プログラムの
設計や実施のためのネットワークを構築。



支出先上位１０者リスト

A.

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

1 有限責任監査法人トーマツ 5010405001703
全国アントレプレナーシップ醸
成促進に向けた調査分析

72.1
一般競争契約
（総合評価）

2 97.4％ -

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等
入札者数

（応募者数）
落札率

支出先上位10者リスト欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙3】に記載 チェック


	行政事業レビューシート

